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令和 7 年度 動物実験に関する自己点検及び評価報告 

 

動物実験委員会 

 

 

１．規程等 

✔ ア 動物実験等法令及び基本指針に基づいた規程等が定められている。 

□ イ 規程等は定められているが、改善すべき点がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

２．動物実験委員会 

✔ ア 動物実験実施規程に基づいた動物実験委員会が設置されている。 

□ イ 動物実験委員会は設置されているが、改善すべき点がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

３．施設等の維持管理 

✔ ア 動物実験実施規程に基づき施設等は適切に維持管理されている。 

□ イ 施設等の維持管理に問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

４．動物実験計画の審査及び実施 

✔ ア 動物実験計画は、動物実験実施規程に基づき適切に審査、実施されている。 

□ イ 動物実験計画の審査、実施に関して問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

 



５．動物実験実施報告書 

✔ ア 動物実験実施報告書の実施結果は適切に理事長に報告されている。 

□ イ 動物実験実施報告書の実施結果の報告に関して問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

６．実験動物状況報告書 

✔ ア 実験動物状況報告書は理事長に報告されている。 

□ イ 実験動物状況報告書に関して問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

７．実験動物の健康及び安全の保持 

✔ ア 飼養保管や輸送において、動物実験実施規程に基づき実験動物の健康・安全保持

の措置が適切に行われている。 

□ イ 飼養保管や輸送において、実験動物の健康・安全保持に関して問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

８．生活環境の保全 

✔ ア 動物実験実施規程に基づき施設等及びその周辺の生活環境の保全に努めている。 

□ イ 施設等及びその周辺の生活環境の保全に関し問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

９．人への危害・環境の保全上の問題の防止 

✔ ア 動物実験実施規程に基づき人への危害・環境の保全上の問題が適切に防止されて

いる。 

□ イ 人への危害・環境の保全上の問題の防止に関し問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

１０．地震・火事等の緊急時の対応 

✔ ア 緊急事態に備えた措置に関する計画が定められ、緊急時の対応に問題はない。 

□ イ 緊急事態に対する備え、対応に関して問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 



１１．教育訓練 

✔ ア 動物実験実施規程に基づいて、教育訓練が実施されている。 

□ イ 教育訓練は実施されているが、問題がある。 

① 改善を要する点 

② 改善の方針及び時期等 

 

□ ウ 必要な教育訓練が実施されていない。 

○実施の方針及び予定等 

 

□ エ 当該年度には、教育訓練が必要な者はいなかったため、実施せず。 

 

備考 

1) 該当する評価結果の□に✔印を記入すること。 

2) 評価結果が「イ」又は「ウ」に該当した場合、当該評価結果の下に表示している事項

について、その内容を記載すること。 


